
令和６年度入学式式辞 

 

 今年の桜は今が満開で、今日の入学式を祝ってくれているようです。 

新入生の皆さん、小松川高校への入学、おめでとうございます。保護者の皆様、本日はお

子様の本校へのご入学、おめでとうございます。また、本日は権田昭二会長始め PTAの皆

様、岩瀬禄朗会長始め同窓会や松葉会関係の皆様、PATOBOG会の皆様、ありがとうござ

います。 

さて、新入生の皆さんは第１０９期生として３年間小松川高校で学校生活を送ります。小

松川高校の教育目標は「質実剛健・文武両道」、グランドデザインにおける「一歩前へ」の

精神です。学習活動と探究活動、部活動、学校行事、生徒会活動や委員会活動等、一人の生

徒がいくつものことにチャレンジすることが都立高校の良さです。それも高い目標をもっ

て取り組み、充実した高校生活を送ってください。 

そして、新入生の皆さんに【眼高手低】という言葉を贈ります。「目が高いけれど、自己

の技術は下手」が本来の意味ですが、２００８年ノーベル物理学賞を受賞した益川敏英教授

は「目標を高く、実践は基礎から着実に」と私訳しました。どの高校生にも当てはまる言葉

ですし、小松川高校の生徒にピッタリだと考え、１０９期生の皆さんに紹介します。この春

卒業した１０６期生の先輩も高い目標をもち続け、学校の授業を中心に勉強し希望の進路

実現をしています。 

最後に、新入生の皆さんが、小松川高校で充実した生活を気持ちよく送り、小松川高校１

０９年目からの歴史を築いていくことを祈念して、式辞とします。 
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